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6．　度数カウント
　度数カウントのために，用語例台帳の各レコードから，驚語例を切りおとし
たものを取り出す。そして，見出し漢字によって，部首順にソートする。部首
順にソートするのは，盤内字をあやまって盤外字として打鍵したものや異形同
字などを発見しやすいからである。異形二字とは，「鴎一鴎，鑛一鉱，挿一
揺」などの類をいう。これらは，漢テレの盤内になくても，邑智として打鍵す
ることが可能であるが，今回の調査では，原データ→清書→パンチという作業
の流れ（Cなっているため，正確を期しがたいので，集計の際には，合わせるこ
とにした。　（用語例表では，別字として処理してある。）
　度数カウントは，つぎのように行なう。1レコード読むごとに，：金体の度数
を1ずつ加える。それと周時に，層別の情報によって，計算機内のカウント・
エリアの，該当するところにも1ずつ加える。　（原則として，1レコードは，
出現頻度1回に相当するが，ma一一文中に，同じ語が2回以上出現する場合も，
1レコードになっている。その場合は，文内度数の情報によって加算する。）
ここでいう磨周とは，語彙調査のG種（文種別）層別とT種（話題溺）層別の
二つを組み合わせたもの（7＞で，加算のときに，その指示を与えてやる。その結
果，撃墜と12の層劉の度数がカウントされるわけである。さらに，記号的用法
のものは，全体の度数にも加えながら，別途に集計をする。こうして，出現し
た漢字の異なり数だけのレコ日曜ドができあがることになる。これを度数台帳と
よぶ。フォーマットは，つぎのようになっている。
度数台帳　フォーマット
晃出し漢字
　（6）
代表音
（8）
層　別　漫数
（84）　＝一　（7×12）
全体度数
　（7） 誘響蝶
　今回の漢宇調査では，用語例表の点検によって発見されたエラー（打鍵ミ
ス・清書ミス・層別の誤判定など）による度数の異動は，すべて，eの台帳で
（7）前注（1）　「薪聞使用漢字の試行的分析」を参照。
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修正することになっている。この台帳は，ノンパッチになっており，サービ
ス・ルーチンなどによる修正もしゃすくしてある。この台帳を，代表音コー
ド，あるいは全体度数によってソートすれば，五十音順，出現度数順の度数台
帳ができるわけである。
　この出現度数順の度数台鰻によって，層別累積度数表が作成される。　（部首
順あるいは五十音順台帳でもよいが，度数順のほうが，ソートの時闘が短くて
すむ。）まず，台帳の1字分のレコードを，各層ごとに分割して，層を識別す
るコードをつける。ある層の出現度数が0の場合は，レコードを作らない。全
体度数についても，1レコードを作成するとすれば，1レコードから，（12－
n）十1のレコードができるわけで，総計は，各騒ごとの異なり字数の総和に
全体の異なり字数を加えたものと等しくなる。　（nは，出現度数0の層の数。
0≦n＜12）これを度数順にソートしたのが騒別度数台媛である。これを入力
デrタとして，必要とする層の情報をパラメータで指示し，度数順に加算しな
がら，、ラインプリンタでアウトプットすれば，層別累積度数表ができるわけで
ある。また，見出し漢字を漢テレで印字することも可能である。
　　　層別度数台帳　フit　一マット
膳六感継馬構層1総数金幣数｝引
7．度数表の作成
　各種順に配列された台帳を1レコードずつ読みこんで，ラインプリンタで打
ち出す。フォーマットは，1レ’コード1行ですむ。見出し漢字の部分は，紙テ
ープにアウトプットして，漢テレで印字する。プログラムの指示によって，ラ
インプリンタのフォーマットに合わせて，印字紙の紙幅・行数とも一致させら
れるので，あとで，入手で書きこむなり貼りつけるなりすることが三三であ
る。ただし，盤外漢字は，コード・ブックによって，人問が翻訳しなければな
らない。出現異なり字数の約3分の1が盤外字なので，この手聞は，かなりた
いへんである。
　　　　　　　　　　　　　　　一　160　一
図7　度数表作成システム・フロー
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図8　度数カウントブロック・チャーF
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8．おわりに
　以上に述べた処理システムは，今回の中間集計のために作成したもので，数
多くの問題点をかかえたまま，作業を強行やたうらみがある。最終集計のため
の処理では，そうした不備をいくら牟でも少なくすることが必要である。そこ
で，いくつかの問題点を指摘するとともi／Usその対策を考えてみることにす
る。
　さきにも多少ふれたが，まず，見出し漢字の配列の問題がある。部首順配列
における筆画数順の問題は，テーブルに情報を入れておけば，解決する。ま
た，五十音順配列で，盤外字が最後に集まる問題は，全体の処理を行なう前
eこ，盤外字だけをアウトプットして，テーブルに追加することができれば，解
決する。清濁の間題は，読みがなをさしかえてやればよい。　（ついでに一言す
るならば，代表音は，いわゆる音と訓の2種類あったほうがよい。）さらに，
当用漢字・教育漢字などの情報も入れておけば，計算機内での集計が簡単にで
きるようになる。そうした要求を満たすためには，結局，漢字調査専耀の総合
漢字テーブルとでもいうべきものが必要となる。現在，その作成のための準備
をすすめているがX詳細については，別の機会に述べることにする。
　つぎは，データの修正の問題である。今回は，度数に関する修正は，すべて
計算機内で処理でき’たが，用語例の修正は，すべて人手で行なわなければなら
なかった。これは，語彙調査のシステムと漢字調査のそれとがうまくかみ合っ
ていないことにも原因がある。それを解決するためには，まず，漢字を用いて
表記された長単位語をすべてアウトプットしたものを点検し，エラーを修正し
て再入力するしか方法がない。さもなければ，漢テレによる再出力を断念し
て，すべて人手で行なわなければならない。それには，駈要時間，人手によっ
て起こるミスなどの得失を十分に検討しなければならず，一一概K論じるわけに
はいかない◎
　また，今の問題とも関連するが，長単位語を含んだファイルのソートが，漢
fレコード順と五十音順の2回あって，それに処理の大部分の時閥を費さなけ
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ればならないことがあげられる。それをいくらかでも短縮するため，1レコー
ドの長さをできるだけ切りつめたが，たいした効果はあがらなかった。　（長単
位語の配列情報を落としたのは，そのためである。）これは，用語例表を漢テ
レでアクトプットしょうとするかぎり避けられない問題である。上に述べたよ
うに，はじめに漢字表記語をアウトプットして，出典・層別の情報を修正した
あと，用語洌を切り離して，度数カウントの処理のみを行なうことにすれば，
所要時間は，かなり短縮されることになる。
　そのほか，細かい閥題はかなりあるが，大部分は，実際の処理で改善するこ
とができる。残りのデータの処理を，いかに効率よく精度を高めることができ
るかは，今後の表記調査にも深いかかわりを持っている。現在の問題点の多く
は，語彙調査のシステムがほぼ完成した段階から，漢字調査のシステム設計が
はじめられたことに．起因するものである。根：本的にはプ語彙調査のシステムの
中に，表記調査，漢字調査をどう位置づけるかということの検討が最後に残さ
れた閥題であるといえよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45．　10．　31）
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